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これは「学校でつまらないこと(いや左 ζ と〉は何ですかjという問K対して 7つの選択肢をあ
げ，それへの答であるが，学校生活の中で一番つまら左い ζ とが「授業Jであるとするのが小・中




























。運動保健K関する活動 -・・ 86.2% o生徒会活動 ..61.1 % 
o飼育・栽培 -・ 67.6 % 。学習や生活K関する相談活動… 58.8弼
。音楽活動 ....45.4 % 。勤労体験活動 -・ 54.4 % 
。各種の表現・鑑賞活動 ….30.6 % 。体力増進活動(マラソン大会等)ー・ 54.2%
。学習や生活K関する相談・・…….3 0.5 % 
L. 
また神奈川県教委の調査(4)(fCよると，小学校は， 7 7 1校のうち 370校(4 8弼)が体育活動，
354校(46% )が音楽や造形左ど情操活動を行っている。また中学校では 350校のうち体育
活動が 127校(3 6弼)教育相談(3 3弼)勤労生産99校(2 8.2弼)情操活動 98校(2 8 










5. 上記併用方式で実施 一一・…一.'.・ H ・…一..50.8 % 
6. その他 1.2% 
































































@楽しかった 3 1. 1弼
楽しかった理由
















@楽しかった 22.3 % 
楽しかった理由(一部省略〉



















































































































人はな互いを理解しあうことは至難の技という ζ とができるかも知れ左い。しかし教師はヲ ζの
ロ(1'5)


































































































































































(1)教育謀程審議会の答申 昭和 51年 12月 18日
(2) )11'崎市教職員組合「非行克服Kむけてj 一子ども・親・教師の意識調査をもとにー
1982~1三 P.6
(3) 文部省「授業時数の運用に関する調査J 昭和 56 ~三
(4) 朝日新開昭和56年 10月8日 朝刊
(5) 前掲(3)の調査
(6) 川崎市教職員組合「教育課程編成のためにJ 1 9 8 0年
(7) 川崎市特活研究会「地区研だよりJ Jfo. 5 昭和 56年 1月 16呂号
(8) I校での調査「子ども祭りの反省j 昭和54年 12月
ョ ーい 2ワ(9) ) 11I崎市特活研究会地区研究会資料 fンクート回収ゃ/校 昭和56年9月
-+-' /30 
(10) (11)前掲(2)の調査 P. 7 
(]2) 川崎市教育研究所「能力に応じた指導の研究J (筆者による)昭和 46年 p. 25 
好かれる出13:lについては次の良にあげる(ホ印のソシオメトリック・テストの選択理由)
(13) E・p・トランス 「才能教育の心理学j 国土社 196 6年 P. 30 
(1心 河野重男「創造的人間のイメークj
総合教育技術(4月 vol.2 2必 1) 小学館 196 7年 PO 56 














(創造性ジャーナノレ 3号) 行動科学研究所 昭和47年 P. 18 
(17) 前掲(12)P. 24，下K関連部分を抜粋するn
創造的な児童の性格特性をまとめてみると次のようなものになりそうである。 rl3出で I抑制p
意欲的である反面，神経質であり， 自己主張も強く，授業態度などは惑しづ。創造的な子どもの性
格は，良い点と悪い点が「紙一枚jの差で併存しているといえそうである。 ζの矛話した性格は，
彼らにとっても，教える万にとっても，図った問題となる。トーランスはこのことについて次のよ
うに述べている。
「創造性の高い子どもは，遊んでいるように見えても学習し，考えているのであり，彼は傾向と
して，権威によってよりも，創造的学習の方がうまくやれるのである。彼はものを操作したり，
探求する活動に専念しがちであるが，そのよう左ことは喜はれもせず，禁止されることさえある。
彼は学習や思考を楽しんでいるのだが，とれが人VC(ri，まじめ左仕事では左く遊びK見えるので
ある」。
わたしたち教育者にとっては，彼らの複雑左性格を理解してやり，効果的に指導する ζ とがた
いへんに重要である。同じトーランスはさらに「創造性のある子どもは，個性的であるので教え
る側Kとって，望ましからざる態度を示し?一見して学習K対し，不適応な状態を示すJといフ
ている。このような特別左能力を持った子どもたちKは，それに即応した教育的配慮がなされる
べきであると思う。
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